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u モコン 


この取扱説明書（裏表紙）には保班書が 
ついています。必ず擦 EP をお受けください。 


INSTRUCTION MANUAL 

取扱説明書 


LIVING FAN 

リビングフアン 


品番 

AFL-213R 


参この度はお買い上げ頂きまして、誠にありがとうござしほす。 
•この取扱説日月書をよく読み、ご理辑した上でご读用ください。 
♦取扱説明書及び、保証書は大切に保管してください。 

ご使用の前に r まを上のごま意」を必ずお読みください。 
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保証書付 


この製品は曰本国内でのみご使用になれます。 
This appliance 旧 designed for domestic use in Japan only 
and can not be used in any other country. 


















































安全上のご注意 


必ずお守りください! 


ご使用になる前に「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。 

UTF の注意事項は、製品を安全に正し<お使いいただき、あなたや他の人々へのち害や損害を未然に防止 
するためのちのです。また、注意事頂は危険や損害の大ささと切迫の程度を日月示するために、誤った使い方、 
取扱をずることにより生じること力巧 i 定される内容を「警告」惜意」の2つに区分しています。いずれも 
安全に関ずる重要な内容でずので、必ずお守りください。 


A 警告 


この表示を無視して誤った取扱いをずると、人が死 t または重傷を負ラことが想定 
されるち書の程度を示しています。 


A ミ主意 


この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が損害を負ラことが想定されるか、 
物的損害の発生が想定される危害•損害の程度をおしています。 


阿甲 g の初 I 記号は、禁 ih © ち為でをることをちげるちのです。医!のがが近傍に胃イ本のな禁±の胃 

庙図の場合は分解禁止)が描かれてしなす。 

tfk 記号は、行為を強制したり指示したりずる内容を告げるものです。図の中に具体的な 
W 指示内容(左図は電源プラグをコンセントから抜いてください)が描かれています。 



0 

禁止 


运 


ブラヴを巧< 


♦モーター可動部等の隙間にピンや針金等の異物を入れないでください。 

感電やショートずる恐れびありまず。 

♦修理技術ち州ま、絶対に分解したり、改造したりしないでください。 

諾火したり、異常動作で、ケガをする恐れびあ0まず。 

♦スプレー宙や石油ストーブ、火気厳禁扱い物を本体の近くに置かないでください。 

爆発や火災になりまず。 

♦本体に水をかけないで < ださい。温室、お室などの高温多湿の、水のかかる恐れの 
ある場所では使用しないでください。 

漏電して感電やショートなどの原因になりまず。 

♦交流1 OOVIU がでは使巧しないでください。 

異常発熱して、火がの原因にな0まず。 

♦電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無理に曲ずたり、弓 I 張ったり、 
たばねた0しないで < ださい。 

また、重いものをコードの上に棄せたり、挟み込んだりずると電源コードび破損し、火が‘感電の原因になりまず。 

♦コードや電源プラグが傷んでいたり、コンセントの差し込みがゆるいときは使巧 
しないで < ださい。 

感電’ シヨー ト•発火の原因になります。 


♦お手入れずるとさや、長時間使巧しない場合は必ず電源プラグをコンセントか5 
振いてください。また、めれた手で振き差ししないでください。 

感電’ショー h ケガの原因になります。 


D 















安全上のごを意(っづき) 


必ずお守りください! 


么ま意 

を 

•風を長時間、身体に当てないでください。 

懼康を害ずることびあります。特に乳幼思お年寄り、ご病気の方にはご注意ください。 

♦本体を横にねかせて使巧したり、スタンドをつけずに電源を入れて運転 
させないでください。 

故障や事故、ケガの原因にな D まず。 

•巧類や巧等を本体にかぶせないでください。 

故障や事故の原因になります。 

•設置場所が水平でない場所や不安定な場所に置かないでください。 

本体び落下•窗倒して故障や事故の原因になります。 

♦ルさなお子様や、取扱説明書が理解でをないちのみの単独運転は 
しないで < ださい。 

必ず保護者の方びがき添ってご使用ください。 

♦障害物(カーテン等)が周囲を遮る場所では使用しないでくださし、。 

故障や事故の原因になります。 

♦ガードにテープやシールなどを貼5ないでください。 

故障や事故、異音の原因にな0ます。 

•次の場巧では使用しないでください。 ガスレンジ等のがのちか< 

•引义性カスのある場所 

発义して义災や顧発の原因になります。 ■雨や水びかが§場所 

♦ガード内やモーター可動部に指などを入れないでください。 

ケガをする恐れびあじます。 

♦動かなくなったり、異常が生じた場合は直ちに使用を中止してください。 

感電’漏電’ショートする恐れびあ D まず。電源プラグを拡いて、弊社アフターサービスまでご連絡ください。 

♦たたいたり落としたりなどの衝撃を本体に与えないでください。 

故障の原因になりまず。 

♦組立前に電源を入れたり、羽根•ガードをつけずに運転しないでください。 

故障や事故の原因になります。 

♦万一首振りをしなくなった場合は、直ちに運転を中止して電源コードを振を、 

弊社アフターヴービスにご連絡ください。 

そのまま運鼠を続けると、発义して义災等の原固にな D まず。 

を 

フラヴを巧< 

♦電源プラグを抜くとさは、コードを持たずに必ず先端のプラグを持って引き抜いて 
くださし V 電源プラグのホコリなどは定期的に取ってください。 

感電やショートして発火ずる原因になりまず。 


曰 












各部のなまス 



クリップ 


刖 カード 


ツメ 


スライドパイプ • 


雷 i 巧ブうづ' •電源収納ボックス 
^ 体体底）に入りまず 





スタンド ポール 

U モコン受信部 


U モコン 





操作部 


スタンドベース 


( U モコンホルダー付属） 


※イラストと実際の商品は、若干異なる場合びあります。 


曰 


































































各部のなまス (つづを) 


U モコン 


信号罕信部 


風量ボタン- 
モード切替ボタン 
オフタイマーボタン 
電源ボタン 




スタンド ポール 


リモコン 


リモコンホルダー 


■リモコンに電池を入れる場合や、交換時はなのように行ってくださし、。 


付属の乾電池はモニター用ですので寿命が短い場合があります。早めに新しい電池と交換することをお動めしまず。 


1 ツメを失印の方向に 
，押さえなが5引<。 

リモコン裏面 





カバーを 取りつける。 



しっかり巧し込む 


ツメで〇をつまみながら色の 
ち向へ引く 


必ず+面を上にしてください。 X を向ぎでは入りません。 ちい電池は各地域の自治体の指示に従って 

処巧をしてください。 


※損失防止のため、使用しないときは「リモコンホルダー」に収納しましよラ。 


么リモコンに関するごま意 


•本体との距離が3のじ^内の場巧から、本体リモコン受信部に向けてボタンを巧してください。本体と|」モコンの間に障害物など 
適るちのがあると、I」モコンが正しく動作しません。 

•電池が消爲してくると、正しく動作しなかったり、反応が純くなります。その時は新しい電池と交換してください。 

•リモコンは落としたり、強い衝撃を与えたり、水などでめらさなしでください。故障やシヨートの原因になります。 



>電池は、使いみを誤ると電池の液漏れなどにより製品が腐融したり、電池が破損したりする恐れげあります。 

♦電池はおず十一を確認して正しく入れてください。 

♦電池は、充電、分觸、改造、加熱しないでください。また指定の電池 U (外は入れないでください。 

♦電池を交換ずる隙は、新しい電池と交撰してください。ちくなった電池を使用しないでください。 

♦使い終わった電池は、お近くの電池回収箱設置巧に持っていくか、各地域の自治体の指示に従って赃理をしてください。 
参シースン終了時には必ず電池を抜いて保管してください。 


凸 

















































組み立てかた 


下記手順に従って組み立てを行ってください。 


1 . スタンドポールとベースを組み立てる 



⑤ベースにスタンドを差し込む 


④ナットを取り付け、コードをツメに引っかける 




2.うしろガードを取り付ける 


①スピンナー、ナット、チューブを取りがす 



⑨ラしろガードをはめ込み、ナットで締める。 

本体の巧超部とガード穴ををねせてはめ込を、 本体 

ナットをちに回 I 了捕めずす- 

















































組み立てかた (つづき) 


3 .羽根を取り付ける 



羽根取付け時は本体軸の出っ張り部と羽根のくぼみ部を 
しっ力、り合わせて取り付けてください。 


A を意 


•ガード止めのナットやスピンナーは運輯中にはずれな 
いよラ、しっかり締め付けてください。 

参組み立て中に電源フラグをコンセントに差さないで 
<ださい。 

参羽根のラベル(指入れ禁止)は就びさないで < ださい。 
(事故防止のための、法律で定められた表示です。） 


4.前ガードを取り付ける 



⑥両手で外周をしっかりとはめ込む。 


④クリップを閉じて、ガードを固定ずる。 



クリジブを「パチッ」と音がするまで奥に差し込みます。 


ガード下部 









































ご®用方巧 


電源プラグを家庭巧 （100 V ) コンセントに差し込みます。 

♦操作は、本体操作パネルと U モコンのどち5でおでさまず。 


1.るボタンの設定 


電源ボタン 


電源を入/切します（まず運乾を開始しまず） 

■運転中に電源ボタンを押すと、表示ランブが消えてをての運転が停止します。 

参電源フラグを抜かない限り、巧度電源を入れると前回使用時の設定で運転開始します。（オフタイマー/おやすみ風モードを除く） 


風量ボタン 


風量の切替をします （ L 0: 弱一 MID : 中一 HI : 強一 L 0: 弱の順） 

•風量ボタンを巧すごとに表示ランプの位置が切り替わりまず。 


モード切替ボタン 


モード風を切替えまず（リズム風^おやずみ風^通常^リズム風の順） 

•モードボタンを巧すごとに表示ランブの位置か切り营わります。>1羊しくは8ページを参照 


タイマーボタン 


オフタイマーを設定しまず（1り-^21~1^41~1^連続-^ H の順） 

♦設定した時間德に電源を切りたい時に使巧します。 

参時間が経つとタイマー表示か切り換わり、残りの時間を表示します。 

参設定を賊除するにはタイマーボタンを巧すか、電源をミ肖して、タイマーの表示をミ肖します。 



2.首振り運転の設定 



自動首振り角度:75°(片側37ぶ) 



広乾囲に風を送ることができまず。 


A を意 


参運転中には無理に方向を 
切 D 巧えたりしないでぐださい。 
故障の原因にな0まず。 

•自動首振りを行うときは、 

周りにぶつか0そラなちのや、 
大切な書類等がないか十分に 
確認してください。 

•方一首振りをしなくなった 
場合、直ちに運乾を止め、 
熙社アフターサービスまで 
ご連絡ください。 

































































ご巧用方巧（っづき) 


3.モード風に設定する 


•各モード設定により、生活に順応した風を選巧することびでさます。 


1」ズム風 


一定の U ズムにより強/中/弱を繰り返して 
自然に近い、む地よい風を送ります。 


•リズム風[強】 

モード切替ポタンで…スム風 J にして風量を強にします。 

•リズム風[中】 

モード切替ポタンで r リズム風」にして風量を中にしまず。 

•リズム風[弱】 

ド切替ボタンで「リズム風」にして風量を弱にします。 


障 SJ 


m 風量を 
やに設定 


風量を 

g 弱に設定 


9已巧サイクル 




1 

秒 


巧 


巧 


おやすみ風 


リズム風のパターンが30分毎に強一中一弱と切り替わりまず。 
タイマーを設定すると、設定時間をに自動で切れます。 


♦おやずみ風（風量強） 

t - ド切普ボタンで r おやすみ風」にして風量を強にします。 

♦おやずみ風（風量中） 

ちード切替ポタンで r お巧ずみ風」にして風量を中にしまず。 

参おやずみ風（風量弱） 

モード切替ボタンで「おやすみ風」にして風量ち弱にします。 


風量強の場を ► 


風量中の場合 ► 


風量弱の場を ► 


リズム風【潮のノて夕ーンか5スタートし、30分毎にリズム風の 
【中 H 【弱】に切り替わりまず。その勸まリズム風【弱】が続きまず。 

U ズム風【中】柳 '： 夕ーンか日スタートし、30分樹こリズム風臨】 
に切り曽わります。その後はリズム風[弱】が続をまず。 

リズム風【副のバターンが続きます。 

《 U スム風の【弱】とおやすみ風の風量弱の場をは同じ機能です。 


※各モードの風量は、通常運乾時の設定により運乾を開始しまず。 


4. 上下風向さ.高さを調節する 


①上下の角度を調節する。 



手動でネックピースの角度を上下に 
動力すことができます。 


ネ、ンクピー 


A を意 


無理に上下を切り替えたり、引っ張ったり、 
重圧をかけたりしないでください。 

故障の原因になりまず。 


⑤高さを調節ずる。 


高さ調節ボタンを巧しながら、 
スライドパイブを手で持ち上げます， 



A を意 


スライドパイブのすき間などに指を 
はさまない様十分にま意してください。 
ケガの原因になります。 

















































お手入れ 



末永くお使いいただくために必ず定期的にお手入れを行ってください。 （1 ヶ月に1回が目安) 
お手入れ前に運輯を停止して電源プラグを抜いてください。 


1. 本体のお手入れ 


巧れがついたときは、柔らかい布でからぶきしてください。 

中性洗剤をめるま湯で薄めたものを巧につけ、よく絞ってか!5拭くと巧れがよく落ちまず。 


注意1 

•シンナー'ペンジン'アルコール'アルカリ洗剤•みが舌粉は使用しないでください。 

♦使用直をは、モーター軸などホ熱くなっていますので、時間をおいてからお手入れを行ってください。 

参羽根’ガード•ナット•スピンナーしソかは、水ミ先いをしないでください。巧障の原因になります。 

参長期間お使いになると、電源ブラグとコンセントの聞にホコリやか分が付着する事かありますので、電源フラグを抜ま、 
乾いた巧で拭ま取って < ださい。 


2.ガード内部のお手入れ 


①クリップをがず 

運転が完全に停止してからク I 」ッブを 
手前に開く。 



⑥ガードのつなぎをがず 


前ガードと後ろガードの 
止め部(日ヶ巧)を 
ク I 」ッブ周りから順に 
外します。 


注意 I 

みす際は、扇風储か賠働 
しないよラ、しっかり本体を 
巧えてみしてください。 



③前ガードをがず 

前ガード下側を手前に 
弓いた後、上部の、ソメを 
外しながら斜め上ち向に 
引ぎまず。 


[ A を意 I 

外す時は必ず両手ではず 
してください。落下等で破損 
やケガの原因になります。 



④羽根•ガードのお手入れ 


柔らかい巧やガーゼ等で 
力、らぶましてください。 
中性洗剤をめるま湯で 
薄めたちのを巧につけよく 
絞ってからがくとミちれがよく 
落ちまず。 



羽根 


⑥モーター卽のお手入れ（収納） 


ミシン油などを莖っておくと、サビを防止することができます。 



〇を意 i ■本体内部に直接水や洗則を力、けてあわないでください。感電や故障の原因になります。 

回 










































巧管について 


シースン終了後は、必ずホコリを取るなどのお手入れを巧ってから保管してください。 

•1 日ページ「お手入れ」のよラに羽根をはずし、取付と逆の手順で巧聞してください。 


スタンド取りがし 


① ナットをがす 


⑥ ベース か 5 スタンド ポールを 引さ離ず 


すットを左に回して巧りかします。 


コードをベースの'ンメカち外し、スタンドポールを引き離します 



A を意 



♦スタンドやガード、羽很などの取り外し中にケガをしないよラにミ主意してください。 

♦本体や部品に付着したちれを良く拭ま取って保管して < ださい。 

♦ビニール袋などに各部品を入れて、お買上げ時の箱に入れて保管してください。 

参リモコンは電化を抜してから保管してください。 

参直射日光の当たる場所や高温多湿の場所に放置しないでください。変おや故障の原因になることがあります。 


厶その他の注意 


高さ調節ボタンを巧ず隙に 


完全に組み立ててから 
お使いください。 


羽根-ガード’スタンドベースなどの 
部品をつけずに f 高さ調節ボタン J 
を巧したり、運鼠をしないでください。 



扇風機を移動する隙は. 

羽根が回転中は 
移動しないでください。 


がたつきや、はずれかけの箇所がないか 
確認してください。 

本体はしっ力 > り持ち上げて移動してください。 
本体を引きずり移動すると床を傷めます。 

畳や傷つさやすい床の場所では特にを意して 
ください。 



田 

































使用ち法を間違えたりずると、次のよラな症状が起こり、 
故障と思われることがありまず。 

お買い上げの販売店または、当社にご相談になる前に、 
下記の表でチェックしてください。 


お願い 



電源プラグが正し< 

電源プラグを正しく差し込んで 


差し込まれていますか？ 

ください。 

正常に運輯しない 

オフタイマー機能が 
作動していませんか？ 

再度、電源を入れ直してください。 


正確に組立ててありますか？ 

組立てに不備がないか確認して、 


ガードと羽根が接触して 
いませんか？ 

組立て直してください。 


電池の残量が少なくなって 

付属の電池はモニター用でずので 


いませんか？ 

早めに新しい電池と交換して 
ください。 


本体との間に障害物など 

本体とリモコンの間の障害物を 

リモコンがまかない 

ありませんか？ 

取り除いてください。 


電池の (+)(-) 向きは 

電池の向さを確認して正しく 


正しくセツトされていますか？ 

セットして<ださい。 


羽根はしっかりと取り付け 

組立てに不備がないか確認して、 

異常音がする 

5れていますか？ガードと 
羽根が接軸していませんか？ 

組立て直してください。 

お手入れをしてますか？ 

お手入れをしっかり行ってください。 



羽根やモーター軸にホコリが 
溜まっていませんか？ 

(ホコリ等を取り除いてください） 

























ヴー ビス パー 


ご購入を希望されるお客様は、購入された販売店でお巧めになるか、当社のアフターサービス 
までお問いさわせください。 


◎サービスパーツ 

品名：羽根（リビングファン AFL - 吕1 3 R 専用) 
品番: AFL - F 160 

帛望ル売価巧：11己80円（税巧¥1 ,600) 

X 別途ち料がかかります。 


製品のお問い合せ 
アフターサービス等 


顧0120-350352 


営業時間：（平日）月曜日〜金曜日午前10: 00〜11: 30 
X 祝祭日を 除く 午後1: 0 日〜 5 : 日 0 




電圧 ( V ) 

周波数 ( Hz ) 

消費電力〇/の 

回輯数 ( r / min ) 

風速 ( m / min ) 

風 量 ( mVmin ) 

電源コード ( m ) 

100 

50 

43 

1100 

180 

41.9 

1.8 

60 

48 

1150 

185 

42.9 


製品寸法 

(約)幅 340X 奥巧 345X 高さ日70〜 830(mm) 

首振り角度 

75度（手動4己度） 

本体重量 

(御3.3咕 

材 質 

本化： ABS 樹脂 PP 樹脂 
羽根： AS 棚旨 
ガード：スチール 

リモコン電池 

リチウム電池に R 2032 DC3\/)x1 個 


※製品仕様およびが観は改良のため、予告なく変更することびありまず。 


田 
































ア フターヴー ビス 


アフターサービスについてご不明の場合には、お買上げの販売店、または興社まで 
お問い合せください。 

1. 修理を依頼される時 

〇保証期間中は、商品に保証書を添えてお買上げ販売店にご持参、または弊社にご連絡ください。 

保証書の記載内容によ0無料修理致します。 

〇保証期間び遅ぎている時は、弊社にご連絡、ご相談ください。 

〇保証書に所定の記入や販売店の印章びな定場を、または語句を書き誓えられた場合は、無料修理を保証することはできません 
のでご注意ください。 

2. 補修用性能部品の保有期間 

。この製品の補修用性能部品の保有期間は製造巧切後8年間です。補修巧性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な 

宮に口 口で;ろ。 

3. 保証書について 

〇保証書は必ず「お買い上げ曰■販売店名」などの記入をお確かめの上、巧容をよくお読みの後、大切に保管して<ださい。 
〇保証斯間はお買い上げから1年間です。 


•長期使用製品安全表示制度に基づ<本体表示 

本体に表示している【設計上の標準使用期間】とは、経年劣化によりを害の発生び高まることをミち意喚起する 
ために、電気用品安全法で義務付けられた内容の表示を行っていまず。 


〇設計上の標準使用期間とは？ 

ち記の標準的な使用条件の下で、適切な取扱い、適切な維持管理 
により、製造した年から安全上ま障なく使用することびできる 
標準期間を記していまず。 

※設計上の標準使巧期間は、無償保 i 正期間とは異なります。また偶発的な 
故障をな証する期間ではありません。巧償なな期間は、お買い上げの日 
か51年間です。 

〇ご注意 

(社)日本電機工業尝び規格化した基準条件で算出した目安期間 
ですので、使用頻度、使用環境、業務用などで使用すると、 

標準使用期間よりを短い期間で経年莫化する可能性びあります。 


ム 

ま意 


設計上の標準使用期間を超えて使用されますと、 

経年勞化による発火•ケガ等の事故に至る恐れびあ D ます。 
点検のご用命は薛社 アフターサービス 部まで 
ご連絡ください。 


(社）日本電機工業会自主基華 HD-1 16-3 による【扇風機】 


環境 

条件 

電圧 

単ネ目] 0 0V 

周波数 

50/60HZ 

温度/湿度 

30で/曰己％±2日。/。 

設置場所 

取扱説明書による 
標準設置 

負荷 
ま件 


定格負荷（風速） 

想'定 
時間 
など 

運転時間 

8時間/曰 

運転回数 

日回/曰 

運転曰数 

110日/年 

スイッチ操作回数 

己已日回/年 

首振運転の割を 

1日日％ 


点検*修理-ご相談-お問い合せ巧 


ご連絡していただきたい内容 

•製品名♦品番•お買 上げ 曰 

♦販売店•故障の状況を具体的に 

修理に関ずるお問い合せ 
ア フターヴー ビス等 

麵 012 0- 

3503已2 


営業時間：（平日）月曜日〜金曜日※祝祭日を除く 午前 10 : 00 〜 11: 30 ※ミ居雑時にはおびりにくい場合びあります。 

午を 1: 00〜已： 〇口 時間をおいてからお掛け直しください。 


因 
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